





















































































































































































バタワースフィルタ 0．0637 1．2732 267．38
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　（a）　C／コ18．0　〔μF〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）　C∫ニ・28．6　〔μF〕
　Fig．6　FPF，　PF＆ηvers．　Load　angleδon　the　improved　constant　K　type　filter
良好である．Fig．6（b）において，　EPFはピーク値で
100％を取り，PFは最大77％，ηはほぼ全域にわた
り，80％程度の値をとる．又，負荷インピーダンス
乙，抵抗γを変えたときにも，式（3．5），（3．6）
より得られる0ノの値が大きい程その特性が良い。
4．むすび
　以上，改良型バタワース・チェビシェフフィルタと
改良型定K形整合フィルタについて，述べてきたが双
方とも，効率改善という観点では原形のそれが数％で
あったものが大きく改善されたといえよう．又，力率
改善という観点では，改良型バタワース・チェビシェ
フフィルタにおいては要求されるフィルタ特性を
Fig，5，6によって選び出せるであろう．改良型定K形
整合フィルタについてもC！の選定によって同様にな
される．しかしながら，PFはそのピーク値を離れた場
合，原形より悪い特性を示す．これは効率改善のため
挿入されたCノによって位相ずれが生じることによる
ものであり，受動形フィルタの一長一短な面である．
これらの設計法はCノによって要求されるフィルタ特
性を決定できるため，フィルタ設計にあたっての利便
性は高いと思われる．
　今後は基本波含有率（ひずみ率）を考慮した力率・
効率改善のためのフィルタの解析を行う．また，P㎜
による高調波抑制や，GTOを用いた能動形フィルタ
等の新たな分理の研究を行う予定にしている．
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